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Ｑ１
１枚のＴシャツをつくるために、どのくらいの

量の水が必要だろう？

Ｑ２
今日１日を振り返って、どんなところで資源のむ

だ遣いを減らすことができるだろう。

例：サイズが小さくなったけれどまだきれいなスカート。捨て

ないで、リサイクルショップに持っていく

Ｑ１のこたえ：およそ2900㍑（日本の一般的なサイズの浴槽で約14.5杯分）

★もっと知りたい人は……2018年１月 日までＪＩＣＡ地球ひろば

（東京・市ケ谷）で、企画展示「衣を通じて見る世界」好評開催中。
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■国名 キルギス共和国

■面積 万8500平方㌔㍍（日本の約半分）

■人口 600万人（2016年：国連人口基金）

■民族 キルギス系（72.6％）、ウズベク系（14.5％）、

ロシア系（6.4％）など（キルギス統計委データ）

■言語 キルギス語が国語（ロシア語は公用語）

■宗教 イスラム教スンニ派( ％)ロシア正教( ％)

その他(５％)

■時差 ３時間（日本が進んでいる）
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持続可能な開発目標 ＳＤＧｓ

（ ）

2015年に国連の場で加盟国が決めた 年までの世界の目標です
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地域で人々が生活する上で協力し合うグ

ループのことをコミュニティーと言います。

コミュニティーは地域の産業や流通を共

同で効率的・効果的に行っていく上で大事

なものです。キルギスでソ連（今のロシアな

ど）が崩壊した後、地方では仕事がなくなり

若者が仕事を求めて国外に出稼ぎに行くな

ど、人々の結びつきや地域のコミュニティー

が機能しなくなって経済活動が妨げられ、

貧困問題が深刻化していました。また、田舎

の地域では女性の地位が低く、家庭の用事以

外で女性が出かける機会はほとんどありませ

んでした。
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私たちはこのような問題を解決するため

に、日本の大分県発祥の一村一品運動を参

考として、地域の産業やコミュニティーの

活性化を支援しています。発展から取り残さ

れたキルギスの農村部などで、その地域にあ

る資源を生かした産業を活性化させ、加工

したりすることで商品の付加価値を高める

ことが人々の収入につながっています。

キルギスでは、昔から遊牧民に飼育され

ていた羊の毛と地域の自然素材を利用し、

草木染めのフェルト商品が地元の人々の手

で作られています。素材と品質にこだわった

商品を作って世界に認められ、現在では日

本の無印良品や世界の会社との取引が進ん

でいます。地元の人が地元の素材を使って世

界に誇れる商品を作ることは、住民の貴重

な現金収入となるだけでなく、商品が届く

先の世界とつながることによって自信と誇り

が芽生えます。

さらに、家庭に閉じこもりがちな農村部の

女性の社会的地位向上にもつながっていま

す。キルギスのこの取り組みはイシククル

州という地域で始まり2017年からはキルギ

スの全国に広げる活動がスタートしました。

一村一品プロジェクト
チーフアドバイザー

小
お

川
がわ

正
まさ

純
ずみ

さん

食品メーカー「味

の素」で食品の海外

営業等に従事した後、シンガポールに駐在。

その後ＪＩＣＡ職員としてタイを中心とした

東南アジアをはじめ途上国で国際協力の仕事

をしてきました。2017年４月からキルギスで一

村一品プロジェクトのチーフアドバイザーとし

て働いています。ほかの３人の日本人専門家

とチームを組んで、日本人とそっくりの顔をし

たやさしくてまじめなキルギスの人々と一緒に

毎日楽しく仕事をしています。
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